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三日三晩の あいだ、 謎の ような 死の 手に 身 を ゆだね 

うち 

ていた ラザ ルスが、 墓から 這 い 出して 自分の 家へ 帰つ 

て 来た 時には、 みんな も 暫く は 彼 を 幽霊 だと 思った。 

マ J の 死から よみがえ つたと いう ことが、 やが て ラザル 

ス という 名前 を 恐ろしい ものにして しま つたので ある- 

この 男が 本当に 再生した 事が わかった 時、 非常に 喜 

んで彼 を 取り巻いた 連中 は、 引つ 切りな しに 接吻して 

もま だ 足りない ので、 それ 食事 だ 飲み物 だ、 それ 着物 

だと、 何から 何までの 世話 を やいて、 自分た ちの 燃え 



るよう な 喜び を 満足 させた。 そのお 祭り 騒ぎのう ちに 

彼 は 花 知 耳 さまの ように 立派に 着飾らせられ、 みんなの 

間に 祭り上げられて 食事 を 始める と、 一 同は感 きわ 

まって 泣き出した。 それから 主人公た ち は 近所の 人々 

を 呼び集めて、 この 奇蹟 的な 死から よみがえった 彼 を 

とも 

見せて、 もう 一 度 それらの 人々 とその 喜び を倶 にした。 

近所の 町 や 近在から も 見識らぬ 人た ちがたず ねて 来て、 

きょ-つ だい 

この 奇蹟 を 礼讃して 行った。 ラザ ルスの 姉妹の マ 

リ ー と マルタの 家 は、 蜜蜂の 巣箱の ように 賑やかに 

なった。 

そういう 人達に 取って は、 ラザ ルスの 額 や 態度に 新 



うにな つた 瞬間に、 こんな 質問 を 発する 害はなかった 

であろう。 不安の 念と 待ち遠し さ を 感じながら、 一 同 

はラザ ルスの 言葉 を 待って いたが、 彼 は 依然として 俯 

向いた ままで、 深い 冷たい 沈黙 をつ づけて いた。 そう 

して、 一同 は 今更ながら ラザ ルスの 顔の 不気味な 紫色 

の 斑点 や、 見苦しい 水 脹れに 注目した。 ラザ ルス は 食 

卓と いう こと を 忘れて しまった ように、 その上に 彼の 

紫の 瑠璃色の 拳 を 乗せて いた。 

一同 は、 待ち構え ている 彼の 返事が そこから でも 出 

てく るよう に、 じ ー つと ラザ ルスの 拳に 見入って いた- 

音 楽師た ち は そのまま 音楽 をつ づけて はいたが、 一 座 



疲労と 恐怖と に 満ちた どんより とした 眼で じつ と 部屋 

じゅう を 見廻しながら、 一 同 を 見た。 —— 死から よみ 

がえ つた ラザ ルスが II 

以上 は、 彼が 墓から 出て 来てから 三日 目の ことで 

あった。 もっとも それまで にも、 絶えず 人 を 害する よ 

うな 彼の 眼の 力 を 感じた 人た ち もた くさん あつたが、 

しかも まだ 彼の 眼の 力に よ つ て 永遠に 打ち砕かれた 人 

や、 あるいは その 眼のう ちに 「死」 と同じように 「生」 

に対する 神秘的の 反抗 力 を 見いだ した 者 はなく、 彼の 

黒い ひとみの 奥底に じ ー つと 動かずに 横たわつ ている 

恐怖の 原因 を 説明す る こと も 出来なかった。 そうして、 



しかし 遥かに 遠い ところに 住んで いて、 噂 を 聞く だ 

けで 本人 を 見た ことのない 人た ち は、 怖い 物見た さの 

向う 見ず の 好奇心に 駆られて、 日光 を 浴びて 坐って い 

るラザ ルスの 所へ わざわざ 尋ねて 来て 話しかけ るの も 

あった。 そういう 時には、 ラザ ルスの 顔 はいくら か柔 

和に なって、 割合い に 物凄く なくなって 来る ので ある _ 

こうした 第一印象 を 受けた 人に は、 この 聖 都の 人々 は 

なんという 馬鹿ば かり 揃ってい るので あろうと 軽蔑す 

るが、 さて 少しば かり 話 をして 家路に つくと、 すぐに 

聖 都の 人た ち はかれら を 見付けて こう 言う ので ある。 

「見ろ よ。 あすこへ 行く 連中 は、 ラザ ルスに お 眼 を 止 



て、 遂に は 離れ離れになる。 そうして 又、 その 暗黒が 

更に 分子の 奥底へ 沁み 込む と、 今度 は 原子が 分離して 

行く。 なんと なれば、 この 宇宙 を 取り巻い ている とこ 

ろの 偉大なる 空間 は、 眼に 見える ものに よって 満たさ 

れる もので もな く、 また 太陽 や、 月 や、 星に 依っても 

満たされる もので もない。 それ は 何物に も 束縛され ず 

に、 あらゆる ところに 沁み 込んで、 物体から 分子 を、 

分子から 原子 を 分裂 させて 行く ので ある。 

この 空間に 於いて は、 空虚なる 樹木 は 倒れ はしまい 

かとい う e 憂の ために、 空虚なる 根 を 張って いる。 寺 

院も、 宮殿 も、 馬 も 実在して いるが、 みな 空虚で ある。 



とが 出来ない ので、 自分の 刻んだ 作品に 絶望 を 感じな 

お-つお-つ 

がら、 怏々 として 楽しまざる 日 を 送って いた。 

ラザ ルスの 噂が この 彫刻家の 耳に はいった 時、 彼 は 

妻 や 友達と 相談した 上で、 死から 奇蹟 的に よみがえつ 

た 彼に 逢うた めに ユダヤへの 長い 旅に ついた。 ァ ウレ 

リウス は 近頃 どことなく 疲れ切って いるので、 この 旅 

行が 自分の 鈍り かかった 神経 を 鋭く して くれれば 好い 

がと 思った くらいであった から、 ラザ ルスに 付いての 

どんな 噂に も、 彼 は 驚かなかった。 元来、 彼 自身 も 死 

という ことに ついては 度々 熟考し、 あながち それ を 好 

む 者ではなかった が、 さりと て 生 を 愛着す るの 余りに、 



彼 は 相変わらず 甲板の 上に 残って、 どっと 押し寄せて 

は 沈んで ゆく 海 を 熱心に 眺めて いた。 

家に 帰り 着く と、 彼の 友達ら はァ ウレ リウスの 様子 

が 変わって いるのに 驚いた。 しかし 彼 は その 友達ら を 

鎮めながら 意味 ありげ に 言った。 

「わたし は 遂に それ を 発見した よ。」 

彼 は ほこり だらけの 旅装 束の ままで、 すぐに 仕事に 

没頭した。 大理石 はァ ウレ リウスの 冴えた 槌の音 を そ 

のま まに 反響した。 彼 は 長い間、 誰 を も 仕事場へ 入れ 

ずに、 了 $不 乱に 仕事に 努めてい たが、 ある 朝 彼 はい 

よいよ 仕事が 出来上が つたから、 友達の 批評家ら を 呼 



一団 をな していた。 もしも 雷が 鳴り 出して、 赤い 帆に 

暴風が 吹き付け たらば、 船 はきつ と 覆 つてし まった 

かも 知れない 程に、 船 上の 人間た ち は、 生の ために 戦 

う 意志 もな く、 ただ 全く ぼかんと していた。 そのうち 

に、 ようようの ことで 二、 三人の 水夫が 船べ りへ 出て 

ほら 

来て、 海の 洞に ひらめく 水神の 淡紅色の 肩 か、 楣を 持つ 

た 酔い どれの 人馬が 波 を 蹴立てて 船と 競走す るの か を 

見る ような 気で、 透き通る 紺碧の 海 を 熱心に 見つめた _ 

しかも 深い 海 は 依然として 荒野の 如く、 啞の ごとくに 

静まり返 つていた。 

ラザ ルス はまった く 無頓着に、 永遠の 都の 口— マに 



ラザ ルス は 黙って 二人 を 見た。 その 以来、 この 二人 

の 恋人 同士 は 互いに 愛し 合って いながら も、 かれらの 

心 はおの ずから 楽しまず、 さながら 荒れ果てた 墓地に 

根 をお ろして いる サイ プレスの 木が、 寥寂 たる 夕暮れ 

に その 頂き を 徒らに 天 へ とどかせようと している かの 

ように、 その後 半生 を 陰鬱のう ちに 送る ことと なった _ 

不思議な 人生の 力に 駆られて 互いに 抱擁し 合っても、 

その 接吻に はに がい 涙が あり、 その 逸楽に は 苦痛が ま 

じる ので、 この 若い 二人 は、 自分た ち はたし かに 人生 

に 従順なる 奴隸 であり、 沈黙と 虚無の 忍耐強い 召使い 

であると 思うよう にな つ た。 ？ 吊に 和 4n する かと 思えば 



歡喜を 知る 心 を 持つ、 破れ 易い 船の ような 人民 —— 」 

と、 皇帝 は 心のう ちで 叫んだ 時、 心細 さが 彼の 胸 を 貫 

ヽ -。 

V 力 

かくの 如く、 生と 死との 両極の あいだにあって 反省 

し、 動揺して いるう ちに、 皇帝 は 次第に 生命 を 回復し 

て 来る と、 苦痛と 歓喜との 人生のう ちに、 空虚なる 暗 

黒と 無限の 恐怖 を 防ぐ だけの 力の ある 楣の ある ことに 

気が付いた。 

「ラザ ルス。 お前 はわし を 殺さなかった な。 しかし わ 

し はお 前 を 殺して やろう。 去れ。」 と、 皇帝 は 断乎と し 

て 言った。 



その 夕方、 神聖なる 皇帝 ァゥ ガス タス は、 いつもに 

なく 愉快に 食事 を 取った。 しかも 時々 に 手 を 突っ張つ 

たままで、 火の 如くに 輝いて いる 眼が どんより と 陰つ 

て 来た。 それ は 彼の 足 もとに 恐怖の 波の 動く の を 感じ 

たからであった。 打ち負かされ たが、 しかも 破滅す る 

ことなく、 永遠に 時の 来たる の を 待って いる 「恐怖」 

は、 皇帝の 一 生 を 通じて 一 つの 黒い 影 II すなわち 死 

の ごとくに 彼の そばに 立って いて、 昼間 は 人生の 喜 怒 

哀楽に 打ち負かされて 姿 を 見せなかった が、 夜になる 

と 常に 現われた。 

次の 日、 絞首 役人 は 熱 鉄で ラザ ルスの 両眼 をえ ぐり 



そうに、 いつも 石に つまずいて 倒れた。 真っ赤な 夕日 

に 映ず る 彼の 黒い からだと、 まっすぐに 開いた 彼の 両 

手と は、 さながら 巨大なる 十字架の ように 見えた。 

ある 日、 いつもの ように 夕日 を 追って 行った ままで- 

ラザ ルス は 遂に 帰って来なかった。 こうして 謎の よう 

に 死から 奇蹟 的に よみがえった 彼が 再生の 生涯 も、 終 

り を 告げた のであった。 
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